
1月の行事予定

日 曜 行 事

1 日 元旦 学校閉鎖

2 月 学校閉鎖

3 火 学校閉鎖

4 水 冬期休業終了

5 木 ３学期開始 朝の挨拶運動 冬休み明けテスト 昼食なし

6 金 要弁当 カウンセリングの日

7 土
8 日
9 月 成人の日

10 火 生徒会委員会

11 水 ３年定期考査１週間前 学習相談会 学校内販売日

12 木 ３年学習相談会

13 金 ３年学習相談会 給食試食会 カウンセリングの日

14 土
15 日
16 月 ３年学習相談会 給食予約〆切

17 火 ３年学習相談会

18 水 ３年定期考査Ⅴ①

19 木 ３年定期考査Ⅴ②

20 金 ３年定期考査Ⅴ③ ３年面接練習 カウンセリングの日

21 土
22 日
23 月 1・2年学習確認プログラム

24 火 ２年生百人一首大会

25 水 支援学校交流会

26 木 オープンスクール 部活動なし

27 金 避難訓練（６限） カウンセリングの日

28 土
29 日
30 月 生徒会委員会

31 火 １年生百人一首大会

２/１０～私学入試
２/１３～１７ １･２年テスト前週間
２/１６・１７ 公立前期選抜
２/２０～２２ １･２年定期考査Ⅴ
＊予定ですので，変更する場合もあります。

思いやり みんなでしようよ
助け合い 嵐山東小 ４年

陸上 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 男子ﾊﾞﾚｰ

「節目を大切に」
新年という節目を迎えましたが、節目といえば「竹」を

連想する人も多いのではないでしょうか。竹は強い木だと言
われています。台風で大木が何本もなぎ倒されても竹は一本
も折れていないということもあるそうです。なぜ竹が強いの
かというと、竹には節としなやかさがあるからです。それほ
ど太くなくても節目としなやかさがあれば、強風にも負けず
に立っていられるのです。
これは、人にも当てはまりそうです。人間、ずっと同じ調

子で頑張ることは難しい。ところどころの節目を迎えたとき
にちょっと自分を振り返り、新たな目標を立ててまた頑張る
ということを繰り返していく――そうすることで、くじけそ
うになってもあきらめずに頑張れるのだと思います。新年の
目標を立てるというのは、節目が大切だからであり、心機一
転、再スタートを切りやすいからです。そうやって現状に対
して柔軟に（しなやかに）対応することが、目標達成に向け
たカギであり、生きていく上で大切なことです。今年一年の
皆さんのさらなる学びと活躍を期待しています。

謹んで新年のお慶びを申し上げます
新年明けましておめでとうございます。旧年中、保護者、地域

の皆様には、本校の教育活動に御理解と御協力をいただきまして、
ありがとうございました。本年もまだ、コロナ禍が続きそうです
が、相手を慮る(＊おもんぱか)気持ちと心の笑顔を大切に、子供
たちの健やかな成長のためにお力添えをいただきますよう、よろ
しくお願い申し上げます。
昨年１２月の朝、登校指導で立っていると、男性の方が校長に

話しかけてこられました。「私は車でよくこの付近を通ります。
この間とても心温まる事がありましたので、ご報告させていただ
きます。松尾中近くにあります信号機のない横断歩道で二人組の
生徒さんが渡ろうと車が切れるのを待っている様子でした。私が
止まったところ渡りながら頭を下げ、また、渡りきったところで
も一礼するとは！最近の大人でも子供でも見たことがない光景だ
ったので、驚きと感動で心温まり顔が綻（ほころ）びました。も
し、その生徒さんが分かるようなことがありましたら、『こんな
ことを話してたよ』と教えてもらえたら幸いです。」
お叱りのお話かと先入観を持って伺ったので、その分、安堵と

喜びが倍増しました。生徒は、止まってくれたことへのお礼の意
味を込め、運転手さんを慮っての気持ちが、自然と２回の礼にな
ったと想像します。また、そのときの感動を、本人や教職員に伝
えたいという、男性の方の、生徒や教職員そして学校を慮る丁寧
な心遣いには感謝です。ＳＮＳ等で様々な誹謗中傷の嵐が吹き荒
れている昨今、誰もが本来持ち合わせている、他人を慮る心の美
しさを再認識しました。
気持ち新たに始まった新年、相手を慮る心の余裕が自他の心を

元気に、そして笑顔にしてくれることでしょう。みんなでそんな
一年にしていきましょう。

慮る(＊)：相手の境遇や状態、または感情などに思いを巡らせ、
配慮すること。

「光陰矢のごとし」は本当？
「光陰矢の如し」とは、月日が過ぎるのは矢のように早いと
いう意味のことわざです。「光」は日、「陰」は月のたとえで
「光陰」は年月や月日の比喩表現です。「矢のごとし」は放
った矢のように早いという意味です。時の流れは早く二度と
戻ってこないから、毎日を大切に過ごしなさいという教訓と
しても使われます。実際に皆さんも、歳を取るにしたがって、
時が過ぎるのがを早く感じませんか？その疑問に答えてくれ
るのが、〈ジャネーの法則〉です。例えば、50歳の人間にと
って一年の長さは人生の50分の1ほどですが、5歳の人間に
とっては5分の1に相当します。つまり、50歳の人にとって
の10年間は、5歳の人にとっての一年間にあたり、5歳の人
にとっての一日は、50歳の人にとっての10日にあたること
となります。簡単にまとめると、〈ジャネーの法則〉は「生
涯のある時期における時間の心理的長さは年齢の逆数に比例
する（年齢に反比例する）」ということ。生きてきた年数に
よって一年の相対的な長さがどんどん小さくなることによっ
て、時間が早く感じるというわけです。
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